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ポケモン GO というスマートフォン向けのゲームが
ある．本ゲームは，プレイヤーがポケモントレーナーと
なり，現実世界を歩いてポケモン ( ポケットモンスター )
を捕獲，育成，バトルをするゲームである．本ゲームは，
世界的なブームとなり，日本においても 2016 年 7 月
22 に配信されてから，わずか 3 日で 1000 万ダウンロー
ドを記録している．ポケモン GO に登場するポケットモ
ンスターには，昆虫型モンスターも数多く登場すること，
本作品のゲームシステムには昆虫採集の要素が含まれて
いること，また本作品が社会に与えたイインパクトの大
きさなどを考えると，本作品は文化昆虫学の研究題材と
しては非常に面白いものであろう．そのようなわけで，
筆者は，自身のレクリエーション，世間話の話題のタネ
の収集も兼ねて，文化昆虫学の研究の一環として，主に
通勤時間を利用してポケモン GO をプレイしている．こ
れは，日本を代表する文化昆虫学者の一人で，コンピュー
タゲームにおける昆虫の役割について研究している保科
英人氏の言葉どおりで，ゲームを題材に研究をするには，
実際にゲームをプレイしてみないとわからないという考
えに則っている．

筆者は，文化昆虫学の研究の一環としてポケモン GO
をプレイしていくうちに，ポケモン GO そのものが文化
昆虫学の研究対象として面白いということだけでなく，
別の観点から本ゲームが，文化昆虫学の調査を研究する
上である程度活用できるのではないかという考えにい
たった．本報告文は，ポケモン GO を文化昆虫学的な観
点から研究により得られた成果を報告するものというわ
けでなく，ポケモン GO を活用した文化昆虫学的な簡易
的調査法を提案するものである．なお，あくまで本文は，
学術的価値観に基づいて書かれた論文や報告書などでは
なく，ポケモン GO に色々な意味で魅了された大阪の下
町に住む一般的なサラリーマンの中年男性が，短絡的な
発想で書いたエッセイであるとお考えいただきたい．

このポケモン GO というゲームにおいては，プレイ
ヤーは現実世界の至る所に出現するポケモン（ポケット
モンスター）を，モンスターボールというアイテムをポ
ケモンにめがけて投げつけて捕獲する ( 図 1)．ちなみ
に，ポケモンの多様性は現実世界における昆虫の生物多
様性には遠く及ばないが，どこにでもいる普通種のポケ
モンから，特定の場所にのみ出現しやすいモンスターや
レアモンスターなどもいるので，ある意味で昆虫採集と
似た感覚でモンスター捕獲を楽しむことができる．この
ポケモン GO をプレイしているときの昆虫採集に似たド
キドキワクワク感をどのように表現すればよいだろう
か？筆者は，かつてのコテコテの虫屋であった学生時代
に，奄美大島にカミキリ採集のために遠征した経験があ
るが，つみあげられた材上にコバルトヒゲナガコバネカ
ミキリがはい回っているのを見た時に，興奮して網を持
つ手が震えあがった．そして，無事ネットインして毒ビ
ンにおさめた時には思わずガッツポーズをとった．一方
で，ポケモン GO をプレイしていて，レアモンスターで
あり，強さも抜群のカビゴンがスマートフォンの画面上
に現れた時には，スマートフォンを持つ手が震えあがっ
た．そして，無事ゲットした時には思わずガッツポーズ
をとった．
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図 1　実際に街中に現れたモンスター．タップすると，モンスター
の捕獲画面に切り替わる．モンスターは，スマートフォン上でモ
ンスターボールを投げつけて捕獲する．
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さて，出現したモンスターを捕獲する際に用いるモ
ンスターボールは，捕獲時にボールを 1 回投げるたび
に 1 個消費されるので，定期的にモンスターボールを
補給する必要がある．このモンスターボールは，課金す
ることで入手することもできるが，街の様々な場所に設
置されているポケストップと呼ばれるところで補給する
ことも可能である．ポケストップは，現実世界における
駅改札口や，神社仏閣，公園，お店，モニュメント，遊
具など様々なオブジェクトに設置されており，プレイ
ヤーはそれらポケストップのある場所に近づくことで，
ポケストップからモンスターボールを含むアイテムを入
手することができるのである．ただし，アイテムが手に
入ることはないが，ポケストップが画面上に表示されて
いる限りは，自分がそのポケストップの近くにいなくて

も，どこのどんなオブジェクトにポケストップがあるの
かは，簡単に確認することが可能である．

現実世界とリンクしたスマートフォン上のマップに
表示されたポケストップをタップするとどのような画面
が表示されるのであろうか？それを示したのが図 2 で
ある．ポケストップに近づくとポケストップの頂点が円
状に開いた状態になる．これは，プレイヤーがポケス
トップのある場所に十分近づいてアイテムが手に入る状
態になったことを示しているが，このポケストップを画
面上でタップすることで，どんなポイントにポケストッ
プが設置されているのかが表示される．本事例の場合
は，加島駅前公園の Fish head という魚の頭の形をした
オブジェクトである．筆者は，度々この公園を訪れてい
るが，このようなオブジェクトが設置されていたことに
気づいたのは，このポケストップを通じてのことであっ
た．ポケモン GO をプレイしたとしても，街の至る所に
存在すると思われるオブジェクトを網羅的に知ることが
できるとは考えにくいが，このようにポケモン GO のポ
ケストップは，意外なところに面白いオブジェクトなど
があることに気づくきっかけになりうることがわかる．

この方法により，筆者は実際にある昆虫オブジェク
トにたどり着くことができた．筆者は，JR 西日本大阪
環状線に乗ってポケモン GO をプレイしており，筆者の
乗る電車が天満橋駅に到着し，表示されたあるポケス
トップをタップした時のことであった．なんと，そのポ
ケストップからはテントウムシを描いたオブジェクトが
表示されたのである ( 図 3)．私は，すぐに天満橋駅で

図 2　JR 加島駅周辺にある加島駅前公園周辺に設置されたポケス
トップの状況．(a) ポケモン GO の画面上に写し出されるマップと，
(b) 実際の加島駅前公園の写真，(c) 加島駅前公園にあるポケストッ
プ「Fish head」と，(d) 実際の Fish head の写真．加島駅前公園
プレイヤーが十分に近づいたポケストップは，頂点が円状になる．
プレイヤーが本画面に表示された円状のポケストップをタップす
ると，ポケストップが配置されているのは，Fish head と呼ばれる
オブジェクトであることに気づく．

図 3　ポケストップをたどることで見つけることができた，天満橋
筋商店街のアーケードに表象するテントウムシ．
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下車して，現物を確認しに行った．ポケモン GO のマッ
プはある意味でナビゲーション機能も果たしているので，
ポケストップが設置されたオブジェクトにたどり着くの
は容易であった．テントウムシのイメージは，天満橋筋
商店街のアーケードに表象していた．いかにも，ナナホ
シテントウをモチーフとしているとわかるイメージで
あった．私は，何故この天満橋筋商店街のアーケードに
テントウムシのイメージが表象しているのかを探るべく，
近くにある店舗や商工会議所に行って聞き込みをしたが，
残念ながらその答えを知ることはできなかった．

このように，ポケモン GO をプレイし，ポケストップ
をタップすることで，あなたは面白い昆虫オブジェクト
に出会えるかも知れない．この方法は，現時点では，あ
くまで試行錯誤をしている段階であり，調査の効率性や
有用性については不明であるが，ここで提案する簡易的
調査法では大きな研究成果につながる可能性は低いだろ
う．しかしながら，この方法は，意外な昆虫のオブジェ
クトの存在を知り，さらにはオブジェクトの由来などを
調べることで，面白い研究成果が得られるきっかけにな
りうるとも思う．

ポケモン GO をプレイして，ポケモンだけではなく，
街中にある昆虫オブジェクトの情報もゲットだぜ！（※
でも，歩きスマホには注意して，ほかの人の迷惑になら
ないようにプレイしてくださいね）．


